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ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー

「
サ
ー
カ
ス
の
少
女
」

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス
一
九
三
八
-
九
年

(
フ
ラ
ン
ス
名
画
展
出
品
・
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
蔵
)

観る⑳≪る

ル
オ
ー
(
一
八
七
一
-
一
九
五

八
)

の
モ
チ
ー
フ
に
は
、
キ
リ
ス

ト
、
道
化
師
、
娼
婦
、
貧
民
街
と

そ
こ
に
住
む
人
々
を
ど
が
し
ば
し

ば
登
場
し
ま
す
。
こ
の
作
品
も
そ

の
よ
う
を
中
の
一
点
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
、
人

間
の
内
奥
を
と
ら
え
よ
う
と
し
ま

し
た
。
画
面
に
は
い
つ
も
宗
教
的

を
響
き
と
高
い
厳
粛
を
精
神
性
が

に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
モ
ロ
ー
の

門
下
で
あ
っ
た
修
業
時
代
以
後
、

そ
の
造
形
探
求
は
全
く
独
自
の
研

究
に
よ
っ
て
を
さ
れ
、
マ
チ
エ
-

ル
の
探
求
に
も
非
常
を
努
力
を
示

し
ま
し
た
。
エ
ナ
メ
ル
を
塗
っ
た

よ
う
を
重
厚
な
マ
チ
エ
ー
ル
と
濃

密
を
色
彩
は
ル
オ
1
独
特
の
も
の

で
あ
り
、
深
い
精
神
性
を
漂
わ
せ

る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

力
強
い
黒
い
線
、
純
粋
を
赤
、
緑

黄
を
中
心
に
し
た
色
彩
が
ル
オ
ー

の
画
風
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
あ

く
ま
で
も
人
間
性
そ
の
も
の
の
追

求
と
人
間
愛
の
精
神
を
貫
い
た
ル

オ
ー
は
、
二
十
世
紀
の
画
家
で
あ

り
な
が
ら
、
同
時
代
の
絵
画
の
動

き
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心

で
あ
り
、
自
ら
の
画
境
の
探
求
を

続
け
ま
し
た
。
二
十
世
紀
唯
一
最

大
の
宗
教
画
家
と
も
称
さ
れ
る
ル

オ
ー
の
作
品
は
、
時
代
を
超
越
し

て
見
る
者
の
心
に
深
い
共
感
を
呼

び
起
こ
し
ま
す
。



みる・かたる・つくる-

-
ロ
コ
コ
か
ら
エ
コ
ー
ル
・

ド
・
パ
リ
ま
で
I

フ
ラ
ン
ス
名
画
展

十
八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
前
半
の
代
表
的
画
家
の
作
品
を
展
観

マチス「鏡の前の青いドレス」 ドガ「踊り子」 ダウイッド「アンドロマケ」

本
展
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
十
八
世
紀

か
ら
二
十
世
紀
前
半
ま
で
の
絵
画

の
流
れ
を
ロ
コ
コ
か
ら
エ
コ
ー
ル

・
ド
・
パ
リ
ま
で
に
亘
り
、
傾
向

別
に
と
ら
え
、
近
代
絵
画
の
流
れ

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
展
示
し
ま

す
。
以
下
、
本
展
の
内
容
に
沿
っ

て
絵
画
の
流
れ
を
概
観
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ロ
コ
コ

十
八
世
紀
に
入
る
と
、
文
化
の

に
を
い
手
は
、
宮
廷
か
ら
貴
族
や

裕
福
を
市
民
階
級
へ
と
移
り
、
繊

細
で
典
雅
を
趣
の
美
の
表
現
が
毒

さ
れ
ま
し
た
。
色
彩
は
明
る
く
を

り
、
や
わ
ら
か
い
色
調
の
パ
ス
テ

ル
画
も
こ
の
時
代
に
そ
の
真
価
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
ワ
ト
ー
は
こ

の
時
期
の
代
表
的
を
画
家
の
一
人

で
す
。
貴
族
や
富
豪
達
の
愛
の
国

選
を
ど
を
夢
幻
的
に
詩
化
し
て
描

く
「
雅
宴
画
」
を
創
始
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
期
の
画
家
と
し
て
、
ブ
ー

シ
工
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
存
在
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●

古
典
派

フ
ラ
ン
ス
革
命
前
後
か
ら
新
た

を
美
術
様
式
が
隆
盛
を
き
わ
め
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

ー
マ
の
古
典
作
品
を
模
範
と
し
、

華
麗
を
装
飾
美
を
排
し
て
率
直
、

明
快
を
構
成
に
よ
る
表
現
を
求
め

た
古
典
主
義
で
す
。
こ
の
思
潮
は

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
古
代
研
究
か

ら
強
い
影
響
を
与
え
ら
れ
、
古
代

の
美
術
が
美
を
最
高
の
方
法
で
実

現
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
唱
え
、

万
人
に
と
っ
て
の
共
通
の
美
と
怠

り
え
た
の
で
す
。
こ
れ
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
台
頭
に
よ
っ
て
当
代
の
美

術
の
主
流
と
を
り
ま
し
た
。
そ
の

代
表
的
を
画
家
と
し
て
ダ
ヴ
ィ
ッ

ド
、
ア
ン
グ
ル
等
が
位
置
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
単
純
、
明
晰

を
古
典
美
の
志
向
に
支
え
ら
れ
た

作
品
を
生
み
、
ま
た
発
展
さ
せ
ま

し
た
。ロ

マ
ン
派

前
述
の
古
典
主
義
と
二
分
し
た

絵
画
運
動
に
ロ
マ
ン
主
義
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
古
典
主
義
の
規
範

・
8
・
2
3
㊥
-
9
・
1
 
6
㈲

と
形
式
美
に
反
抗
し
て
、
個
性
を

尊
重
し
、
感
情
の
表
出
を
強
調
、

自
由
を
求
め
、
想
像
を
重
ん
じ
、

無
限
を
も
の
に
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。

奔
放
を
色
彩
、
流
動
的
な
筆
致
、

動
感
に
満
ち
た
構
図
を
ど
が
特
徴

で
す
。
こ
の
派
を
代
表
す
る
画
家

と
し
て
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
名
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

レ
ア
リ
ス
ム
+
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

パ
リ
の
画
壇
が
古
典
派
と
ロ
マ

ン
派
の
対
立
で
沸
き
返
っ
て
い
る

時
、
パ
リ
近
郊
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村

で
は
自
然
の
穏
や
か
を
風
景
や
農

民
の
日
常
生
活
を
描
く
画
家
達
が

訪
れ
た
り
、
定
住
し
た
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
群
の
画
家
達
を
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
と
称
し
て
い
ま
す
。
科
学

の
飛
躍
的
進
歩
、
実
証
主
義
的
精

神
や
近
代
市
民
社
会
の
成
立
に
お

け
る
個
人
主
義
の
確
立
な
ど
が
、
現

実
の
周
辺
の
風
景
や
素
朴
な
生
活
に

関
心
を
向
け
さ
せ
る
要
因
と
在
っ

た
と
言
え
ま
す
。
日
常
の
生
活
を

描
く
こ
と
の
意
味
が
改
め
て
認
識

尊
重
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
家
群
.

に
は
、
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
、
デ
ユ

プ
レ
、
ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン
、
ジ
ャ
ッ

●

(企画展)

弼
術
館

現
在
、
本
館
に
は
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
・
工
手
一
千
書
・
版
画
の

各
分
野
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
常
設
収

蔵
作
品
展
等
に
お
い
で
定
期
的
に

展
示
替
え
を
し
を
が
ら
年
間
を
通

じ
て
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本

館
で
は
収
蔵
作
品
の
鑑
賞
の
機
会

を
広
く
県
民
に
拡
大
し
、
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
県

内
二
ヶ
所
の
会
場
で
美
術
展
覧
会

を
行
っ
て
い
る
。
作
品
は
本
県
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
を
中
心
に
毎

年
0
0
̃
5
0
点
を
展
観
し
て
お
り
、

今
回
の
会
場
及
び
会
期
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
千
代
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル

9
月
‖
日
̃
2
3
日

君
津
市
役
所
5
階
大
ホ
ー
ル

9
月
2
6
日
̃
1
0
月
1
5
日

こ
の
機
会
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
に
心
ゆ
く
ま
で
美
術
の
世

界
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。



ク
等
が
い
ま
す
。
ま
た
レ
ア
リ
ス

ム
を
唱
え
、
撤
底
し
た
現
実
直
視

を
行
っ
た
画
家
に
ク
ー
ル
ベ
が
い

ま
す
。
理
想
美
、
あ
る
い
は
空
想

や
文
芸
的
要
素
を
排
し
、
眼
に
映

る
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
描
き
出
し

ま
し
た
。
ま
た
ド
ー
ミ
工
は
、
社

会
諷
刺
の
漫
画
や
、
下
層
市
民
の

生
活
を
題
材
に
油
彩
画
や
水
彩
画

を
描
き
、
特
異
な
才
能
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。

印
象
派

写
実
を
さ
ら
に
撤
底
さ
せ
、
光

と
い
う
も
の
に
重
点
を
置
き
、
物

の
個
有
色
を
否
定
、
自
然
を
色
彩

現
象
と
し
て
把
握
し
、
瞬
間
ご
と

に
移
り
ゆ
く
色
の
微
妙
を
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
画
面
に
具
現
し
た
の
が
印

象
派
の
画
家
達
で
す
。
モ
ネ
、
シ

ス
レ
ー
等
は
、
輝
く
光
の
効
果
を

損
わ
を
い
方
法
と
し
て
、
パ
レ
ッ

ト
上
の
混
色
を
避
け
た
り
、
あ
る

い
は
違
っ
た
原
色
を
直
接
キ
ャ
ン

バ
ス
に
並
置
し
た
り
、
厚
塗
り
、

-みる・かたる・つくる

ローランサリ,カランチーヌ」

●

盛
り
上
げ
を
行
う
な
ど
、
混
合
し

て
濁
っ
た
絵
具
で
は
決
し
て
表
わ

す
こ
と
の
で
き
を
い
輝
き
と
明
る

さ
を
画
面
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
追
求
の
結
果
、
描
か
れ
た
絵

画
は
次
第
に
写
実
絵
画
の
枠
か
ら

離
れ
、
そ
れ
は
、
以
後
の
自
然
の

再
現
と
は
無
縁
の
絵
画
を
形
成
し

て
い
く
契
機
と
を
り
ま
し
た
。

後
期
印
象
派

印
象
派
以
後
の
新
段
階
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
後
期
印
象
派
に

つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
を
画
家
と

し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、

ゴ
ッ
ホ
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
い

ず
れ
も
印
象
派
の
感
覚
に
た
よ
る

描
法
に
対
し
て
疑
問
を
抱
い
た
人

々
で
あ
り
、
画
風
が
よ
り
構
成
的
、

造
形
的
と
を
っ
て
い
き
ま
す
。
セ

ザ
ン
ヌ
は
物
の
実
在
感
を
求
め
、

画
面
の
堅
牢
を
構
成
に
つ
と
め
ま

し
た
。
ま
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
色
面

構
成
、
あ
る
い
は
ゴ
ッ
ホ
の
烈
し

い
筆
触
、
ま
ば
ゆ
い
色
彩
に
よ
る

内
面
の
表
出
は
、
印
象
派
と
異
を

る
様
式
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
ま

た
、
印
象
派
の
色
彩
理
論
を
科
学

的
に
追
求
し
、
細
か
を
点
描
の
方

法
を
用
い
て
画
面
構
成
を
行
っ
た

ス
ー
ラ
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
等
の
新
印

象
派
の
画
家
達
の
仕
事
も
特
筆
さ

れ
ま
し
ょ
う
。

象
徴
派
十
ナ
ビ
派

官
学
派
の
客
観
描
写
、
印
象

派
の
視
覚
偏
重
に
反
抗
し
、
ま
た

物
質
主
義
か
ら
離
れ
て
、
精
神
的
、

神
秘
的
を
世
界
に
目
を
向
け
た
象

徴
派
と
呼
ば
れ
る
画
家
達
が
い
ま

す
。
外
観
の
描
写
よ
り
、
想
像
力

を
自
由
に
働
か
せ
て
、
主
に
物
語

の
主
題
を
借
り
な
が
ら
、
そ
の
奥

に
あ
る
人
問
の
魂
の
神
秘
を
表
わ

し
ま
し
た
。
モ
ロ
ー
、
ル
ド
ン
は

そ
の
特
徴
が
顕
著
で
す
。
ボ
ナ
ー

ル
、
ド
ニ
等
の
ナ
ビ
派
の
画
家
達

も
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
や
ル
ド
ン
の
影

響
を
受
け
て
、
装
飾
性
や
象
徴
性

に
富
ん
だ
作
品
を
創
造
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
(
野
獣
派
)

印
象
派
以
後
、
絵
画
は
自
然
主

義
的
な
描
写
か
ら
離
れ
て
い
き
ま

す
が
、
特
に
マ
チ
ス
を
中
心
と
す

る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
は
色
彩
を
再

現
的
な
役
割
か
ら
解
放
し
、
色
彩

自
体
の
表
現
を
強
調
、
ま
た
フ
ォ

ル
ム
を
単
純
化
し
、
色
と
形
に
よ

る
造
形
秩
序
を
う
ち
た
て
ま
し
た
。

マ
チ
ス
の
ほ
か
、
ル
オ
ー
、
ヴ
ラ

マ
ン
ク
、
デ
ュ
フ
ィ
等
も
色
彩
の

持
て
る
表
現
力
を
最
大
限
に
駆
使

し
て
特
色
あ
る
画
面
を
構
成
し
て

い
ま
す
。

キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
(
立
体
派
)

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
画
家
達
が
色

彩
の
世
界
を
追
求
し
た
の
に
対
し
、

ピ
カ
ソ
を
中
心
と
す
る
キ
ュ
ー
ビ

ス
ム
の
画
家
達
は
フ
ォ
ル
ム
の
追

求
を
行
い
、
理
知
的
を
画
面
構
成

●

を
形
成
し
ま
し
た
。
レ
ジ
ェ
や
ド

ロ
ー
ネ
ー
等
も
こ
の
美
学
を
展
開

さ
せ
て
い
っ
た
画
家
達
で
し
た
。

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ

二
十
世
紀
初
頭
に
パ
リ
に
各
国

か
ら
多
く
の
画
家
達
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
画
家
達
を
総
称
し
て

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
と
言
い
ま

す
。
こ
の
派
に
は
共
通
し
た
主
義

主
張
は
無
く
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
様
式
を
創
造
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
画
家
達
に
は
モ
ジ
リ
ア

ニ
、
ス
ー
チ
ン
、
l
依
田
嗣
治
等
が

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
近
代

絵
画
の
展
開
を
体
系
的
に
と
ら
え
、

油
彩
画
を
中
心
に
代
表
的
画
家
約

六
十
名
百
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
展
示
を
通
し
て
現
代
美

術
隆
盛
の
基
盤
を
築
い
た
こ
れ
ら

画
家
達
の
遺
業
に
多
く
の
方
々
が

触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。

●
美
術
講
演
会

日
時

九
月
一
日
㈲
午
後
二
時

演
題

「
ロ
コ
コ
か
ら
エ
コ
ー
ル
・

ド
・
パ
リ
ま
で
」

講
師

松
沢
茂
雄
(
洋
画
家
)

●
第
二
回
美
術
を
語
る
会

日
時

九
月
十
四
日
㈲
午
後
二
時

話
題

「
印
象
派
の
画
家
た
ち
」

話
題
提
供
者

花
香
利
治
(
洋
画
家
)

ゴ
ヤ
連
作
全
版
画
展

-
美
術
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

5
月
1
 
7
日
か
ら
6
月
1
 
6
日
ま
で

開
か
れ
た
本
展
は
、
日
本
で
初
め

て
、
ゴ
ヤ
の
四
大
銅
版
画
シ
リ
ー

ズ
を
一
堂
に
展
覧
し
た
も
の
と
し

て
、
連
日
熱
心
を
フ
ァ
ン
が
つ
め

か
け
、
真
剣
を
表
情
で
作
品
に
見

い
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た

会
場
に
、
県
内
の
版
画
家
坂
戸
武

雄
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
銅
版
画
の

道
具
を
展
示
、
ゴ
ヤ
版
画
観
賞
の

一
助
と
し
た
。

会
期
中
、
美
術
講
演
会
(
5
/

2
6
)
と
美
術
を
語
る
会
(
6
/
8
)

が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
会
講
師
牛

玖
健
治
氏
の
版
画
家
ら
し
い
視
点

で
の
ユ
ー
モ
ア
あ
る
ゴ
ヤ
の
作
品

批
評
に
、
出
席
者
は
改
め
て
会
場

で
作
品
を
見
直
し
、
印
象
を
新
た

に
し
て
い
た
。
美
術
を
語
る
会
で

は
同
じ
く
版
画
家
の
鶴
岡
洋
氏
が

図
を
ま
じ
え
て
ゴ
ヤ
の
人
間
関
係

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
ま
た

氏
の
作
品
と
原
版
を
実
際
に
示
し

て
技
法
を
説
明
、
出
席
者
に
好
評

で
あ
っ
た
。



みる・かたる・つくる-

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
は
、

房
総
に
生
ま
れ
あ
る
い
は
定
住
し

て
近
代
日
本
の
美
術
界
に
お
い
て

活
躍
し
、
美
術
振
興

の
た
め
に
貢
献
し
て

き
た
美
術
家
た
ち
の

再
発
見
と
顕
彰
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。
昭

和
四
十
九
年
十
月
に

開
館
し
、
最
初
の
企

画
展
「
近
代
房
総
の

美
術
家
た
ち
」

(
同

年
十
二
月
開
催
)

に

は
じ
ま
る
本
シ
リ
ー

ズ
も
今
回
で
十
五
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

大
正
・
昭
和
の
洋

画
壇
で
活
躍
し
た
長

生
郡
長
南
町
出
身
の
洋
画
家
今
関

啓
司
(
一
八
九
三
̃
一
九
四
六
)

に
焦
点
を
あ
て
て
開
催
し
ま
す
。

今
関
啓
司
の
郷
里
、
長
南
町
は

房
総
丘
陵
の
山
間
部
に
あ
り
、
農

林
業
を
中
心
と
す
る
静
か
を
町
で

す
。
美
術
の
面
で
は
、
こ
の
町
か

ら
日
本
画
の
高
森
砕
巌
(
一
八
四

七
̃
一
九
一
七
)
と
今
関
啓
司
を

生
ん
だ
町
で
す
。
千
葉
方
面
か
ら

県
道
長
柄
・
大
多
喜
線
に
入
っ
て

す
ぐ
長
南
町
長
南
の
街
並
に
入
り

ま
す
。
長
南
二
五
六
四
番
地
の
道

路
に
面
し
て
高
七
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
黒
御
影
石
の
碑
が
ひ
っ
そ

り
と
立
っ
て
い
ま
す
。
正
面
に
「

画
家
合
間
啓
司
生
誕
の
地
」

と
楷

書
で
縦
に
陰
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
に
長
南
町
教
育

委
員
会
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
こ
と

が
裏
面
の
朱
文
字
で
わ
か
り
ま
す
。

今
関
啓
司
は
、
今
関
広
喜
・
よ

し
の
長
男
(
四
人
兄
弟
)
と
し
て

生
ま
れ
、
十
三
歳
で
上
京
。
初
め

は
商
業
の
見
習
い
を
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
中
途
で
洋
画
を
独
学

で
学
ん
だ
様
子
で
す
。
大
正
三
年

(
今
関
二
十
歳
頃
)
日
本
美
術
院

が
再
興
、
研
究
所
内
に
洋
画
部
が

設
け
ら
れ
、
洋
画
部
同
人
は
小
杉

未
酷
で
大
観
と
結
ん
で
東
洋
的
精

神
的
な
も
の
を
標
祷
し
て
い
ま
し
た
。

今
関
は
こ
の
頃
に
日
本
美
術
院
に

学
び
、
や
が
て
院
展
洋
画
部
に
所

属
す
る
。
大
正
三
年
の
第
一
回
院
展

に
は
洋
画
は
小
杉
未
醒
一
人
だ
け

で
し
た
。
今
関
は
翌
年
の
第
二
回

院
展
か
ら
作
品
の
発
表
を
始
め
ま

す
。
こ
の
時
一
緒
に
出
品
し
た
の

は
、
未
醇
を
は
じ
め
小
出
檜
重
、

長
谷
川
昇
、
倉
田
自
学
、
村
山
椀

多
等
で
す
。
こ
の
こ
ろ
の
出
品
者

を
み
る
と
二
科
展
と
院
展
の
両
方

に
出
品
し
て
い
た
作
家
の
少
を
く

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「牧 場」 大正4年頃

「山海春」(鵜原) 昭和9年

「伊豆の春」 (白酒) 昭利2年

大
正
七
年
末
躍
ら
が
院
展
を
連
裸
脱

退
、
院
展
洋
画
部
は
消
滅
し
ま
し
た
。

革
土
社
の
作
家
た
ち
や
梅
原
龍
三

郎
ち
と
大
正
十
一
年
春
陽
会
が
結

成
さ
れ
今
関
は
、
岸
田
劉
生
、
万

鉄
五
郎
ら
と
と
も
に
客
員
に
迎
え
ら

れ
創
立
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
正
十

三
年
客
員
制
廃
止
に
伴
い
会
員
と

を
り
昭
和
二
十
一
年
疎
開
先
の
茂

原
市
で
病
没
す
る
ま
で
終
生
春
陽

会
を
主
舞
台
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
春
陽
会
の
文
展
参
加

以
後
は
文
展
無
鑑
査
で
し
た
。
今

関
啓
司
は
写
実
主
義
の
画
家
で
、

特
に
風
景
画
に
す
ぐ
れ
、
鋭
い
描

写
力
で
知
ら
れ
た
非
凡
で
異
色
の

画
家
で
し
た
。
素
描
、
油
彩
を
は

じ
め
水
墨
画
の
作
品
も
よ
く
制
作

し
ま
し
た
。

お
墓
は
生
家
に
近
い
大
林
禅
寺

に
あ
り
、
戒
名
は
、
蛮
林
院
啓
暁

無
有
居
士
。

「浅春山路」 昭和18年

今
関
啓
司
の
生
家
の
奥
座
敷

は
、
当
時
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
部
屋
に
一
面
の
扁
額

が
あ
り
「
短
路
ノ
一
踊
」
と
伸

び
の
び
と
書
い
て
あ
る
。
左
隅

に
小
さ
く
「
一
九
二
〇
、
春
/

啓
司
」
ぁ
る
の
で
二
十
七
歳
だ

と
判
る
。
恐
ら
く
こ
の
当
時
、

長
生
村
一
松
の
入
山
津
海
岸
の

網
納
屋
の
一
部
に
妻
の
兄
で
同
じ

春
陽
会
の
山
崎
省
三
(
自
由
学

園
の
教
授
)

と
住
ん
で
お
り
、

一
松
小
学
校
の
県
下
で
は
先
駆今関 曹司

(1893- 1946)

的
を
自
由
教
育
に
か
か
わ
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
松
小
の

教
職
員
と
山
本
鼎
ら
と
一
緒
の

写
真
も
残
っ
て
い
る
。
昭
和
十

五
年
文
部
省
の
依
頼
で
国
定
教

教
科
書
「
カ
ズ
ノ
ホ
ン
」
の
挿

絵
の
作
者
と
し
て
近
年
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紀
田

順
一
郎
著
『
最
初
の
一
冊
』
で

や
っ
と
み
つ
け
た
「
幻
の
画
家

」
と
し
て
紹
介
。
今
関
五
十
三

歳
の
短
路
。
彼
は
、
踊
っ
て
絵

を
描
い
て
さ
わ
や
か
に
生
き
た
。

一4-



ご
あ
ん
な
い
・
団
体
展

ーみる・かたる・つくる

本
館
は
、
千
葉
県
ゆ
か
り
の
洋

画
家
浅
井
忠
を
核
と
し
て
近
代
水

彩
画
史
に
お
け
る
代
表
的
作
家
の

作
品
の
収
集
を
す
ず
め
て
い
る
。

今
年
度
第
Ⅱ
期
は
、
「
水
彩
画

の
世
界
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
本
館

収
蔵
作
品
を
展
示
、
私
達
に
親
し

み
の
あ
る
水
彩
画
の
魅
力
を
充
分

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

日
本
近
代
洋
画
史
上
、
重
要
な
位

置
を
占
め
る
水
彩
画
の
流
れ
を
見

直
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
。

○
展
示
作
家
の
紹
介

幕
末
、
ワ
ー
グ
マ
ン
に
伝
え
ら

れ
た
水
彩
画
は
、
明
治
九
年
開
設

さ
れ
た
工
部
美
術
学
校
に
お
い
て

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
よ
り
本
格
的

に
教
授
さ
れ
た
。
浅
井
忠
(
一
室
六

̃
一
九
号
)
は
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の

流
れ
を
く
む
イ
タ
リ
ア
人
風
景
画

家
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
最
も
良
い

感
化
を
受
け
た
と
い
わ
れ
、
軽
妙

を
筆
致
で
抒
情
的
な
水
彩
画
を
多

く
残
し
た
。

浅
井
は
晩
年
、
京
都
高
等
工
芸

学
校
教
授
に
就
任
、
ま
た
聖
護
院

洋
画
研
究
所
(
の
ち
関
西
美
術
院
)

を
創
設
し
て
優
れ
た
洋
画
家
を
育

て
た
。
を
か
で
も
水
彩
画
家
と
し

て
浅
井
の
画
風
を
よ
く
受
け
継
い

で
い
る
と
い
わ
れ
る
の
が
、
関
西

美
術
院
の
加
藤
源
之
助
(
六
台
̃

一
甚
六
)
と
京
都
高
等
工
芸
学
校
の

長
谷
川
良
雄
(
大
釜
-
一
九
竺
)
で

あ
る
。
浅
井
の
門
下
で
最
も
古
い

中
林
偲
(
一
室
八
-
一
三
七
)
は
、
日

本
水
彩
画
会
の
設
立
に
も
参
加
し

て
い
る
。
田
中
善
之
助
(
一
失
九
̃

一
九
冥
)
は
、
聖
議
院
で
学
び
、
渡

欧
後
は
関
西
美
術
院
教
授
と
ち
っ

た
。
浅
井
と
と
も
に
京
都
高
等
工

手
一
夏
子
校
助
教
授
と
し
て
指
導
に
あ

た
っ
た
牧
野
克
次
(
一
笑
四
̃
一
茜
二
)

は
、
の
ち
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術

学
校
の
水
彩
画
教
授
に
招
か
れ
た
。

明
治
後
半
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

イ
ー
ス
ト
ら
イ
ギ
リ
ス
人
水
彩
画

家
が
相
継
い
で
来
日
し
た
が
、
そ

の
高
さ
と
優
れ

不
破
華
(
一
九
号
̃
元
尭
)

三宅克己「小諸城址」

た
自
然
描
写
に
刺
激
さ
れ
、
三
宅

克
己
(
一
名
四
̃
一
室
四
)
や
大
下
諜

次
郎
(
一
室
○
-
一
九
二
)
ら
水
彩
画

を
専
門
と
す
る
画
家
が
現
わ
れ
た
。

大
下
の

「
水
彩
画
の
莱
」
や
三
宅

の

「
水
彩
画
の
手
引
き
」
の
刊
行
、

「
み
づ
ゑ
」
の
創
刊
、
さ
ら
に
三

宅
と
鹿
子
木
孟
郎
の
水
彩
画
専
門

画
家
の
是
非
論
争
を
ど
が
水
彩
画

に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
高
め
、

当
時
の
白
馬
会
浪
漫
主
義
の
浸
透

や
絵
葉
書
の
流
行
と
あ
い
ま
っ
て

水
彩
画
全
盛
時
代
を
生
み
だ
し
た
。

一
方
、
大
下
は
水
彩
画
の
普
及

に
一
つ
と
め
、
春
鳥
会
、
水
彩
講
習

所
、
そ
し
て
水
彩
画
会
研
究
所
の

創
立
と
活
躍
し
た
。

大
下
の
急
逝
の
の
ち
、
大
正
二

年
、
石
井
柏
亭
(
一
八
三
⊥
室
ハ
)
、

白
滝
幾
之
助
(
一
室
千
一
突
○
)
、

赤
城
秦
舗
(
一
矢
九
̃
一
室
五
)
ら
が
発

起
人
と
在
り
、
日
本
水
彩
画
会
が

創
立
さ
れ
、
の
ち
古
賀
春
江
、
万

中
西
利
雄
「
人
物
」

中
西
利
雄
(
一
九
号
̃
一
奮
入
)
ら
が

加
わ
っ
た
。
を
か
で
も
浅
井
忠
に

師
事
し
た
石
井
柏
享
は
、
再
開
さ

れ
た
研
究
所
の
主
任
と
し
て
指
導

に
あ
た
る
な
ど
活
躍
、
そ
の
平
明

を
表
現
と
確
か
を
素
描
力
で
大
正

期
の
水
彩
画
を
リ
ー
ド
し
た
。

昭
和
期
に
不
透
明
水
彩
が
流
行

し
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い

た
水
彩
画
界
に
決
定
的
を
変
化
を

も
た
ら
し
た
が
、
そ
こ
で
大
き
を

役
割
を
果
た
し
た
の
が
中
西
利
雄

で
あ
る
。
中
西
は
油
彩
に
劣
ら
な

い
力
強
い
表
現
を
め
ざ
し
近
代
感

覚
あ
ふ
れ
る
作
品
を
発
表
し
た
。

昭
和
十
五
年
、
荒
谷
直
之
介
(
一
九

三
-
)
、
小
堀
進
(
一
九
冒
̃
一
九
宝
)
、

春
日
部
た
す
く
ら
に
よ
り
日
本
水

彩
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
小
堀
は

新
し
い
水
彩
画
を
め
ざ
す
若
手
画

家
た
ち
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、

水
彩
画
家
と
し
て
初
め
て
日
本
芸

術
院
会
員
に
選
ば
れ
た
。
荒
谷
直

之
介
、
三
橋
兄
弟
治
(
一
空
一
̃
)
は

現
在
も
水
彩
連
盟
で
活
躍
し
て
い

る
。
荒
谷
は
一
水
会
常
任
委
員
、

日
展
参
与
も
つ
と
め
水
彩
画
界
の

重
要
な
地
位
に
い
る
。
三
橋
は
水

彩
連
盟
委
員
を
つ
と
め
、
独
自
の

渇
筆
描
法
に
よ
る
点
描
風
の
作
品

を
発
表
し
て
い
る
。

●
日
本
レ
リ
ー
フ
協
会
展

7
月
9
日
̃
7
月
2
1
日

●
第
的
回
習
美
会
初
夏
展

1
月
1
6
日
̃
1
月
2
1
日

●
第
5
回
目
本
春
秋
書
院
千
葉
県

書
道
連
盟
展

ヶ
月
1
 
6
日
̃
1
月
2
1
日

●
第
1
 
7
回
千
葉
市
水
墨
画
同
好
会

連
合
会
展1

月
2
3
日
̃
8
月
4
日

●
中
央
美
術
協
会
千
葉
支
部
展

1
月
0
0
日
̃
8
月
4
日

●
第
1
4
回
写
真
千
葉
県
展

8
月
6
日
̃
8
月
1
8
日

●
第
5
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代
洋

画
展

8
月
6
日
̃
8
月
1
 
8
日

●
第
1
 
3
回
千
葉
市
教
職
員
美
術
展

8
月
2
0
日
-
8
月
2
5
目

●
第
9
回
尽
墨
会
喜
作
展

8
月
2
0
日
-
8
月
2
5
日

●
第
1
8
回
千
葉
県
高
校
合
同
写
真

展

8
月
2
0
日
̃
8
月
2
5
口

●
静
稚
書
道
会
小
中
学
部
千
葉
地

区
展

8
月
2
7
日
̃
9
月
l
日

●
第
6
回
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人

展

8
月
2
7
日
̃
9
月
1
=

●
刻
字
千
葉
展

8
月
2
7
日
-
9
月
1
目

●
第
1
 
5
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
2
7
日
̃
9
月
1
‖

●
第
2
5
回
白
扇
書
道
会
展
覧
会

9
月
3
日
̃
9
月
8
日



みる・かたる・つくる-

か
た
る
・
つ
く
る

ヰ
さ
っ
さ
さ
ご
と
ど
雷
電
さ
さ
と
こ
こ
:
こ
こ
こ
こ
田

葛
q
鴨
さ
1
1
、
、
阜
〇
年
昌
サ
重

棚
田
書
読
修
講
座
(
⊥

期
日

8
月
2
7
・
2
8
日

へ
2
日
間
)

講
師

種
谷
扇
舟
氏

定
員

2
0
名

申
込
締
切

8
月
1
 
3
日

〇
彫
塑
入
門
講
座

期
日

9
月
3
̃
6
日

1
0
̃
1
2
日

へ
7
日
間
)

講
師

久
保
浩
氏

定
員

2
0
名

申
込
締
切

8
月
1
 
9
日

田
洋
画
研
修
講
座
(
2
一

期
日

9
月
1
4
・
1
5
・
2
1

2
2
日

へ
4
日
間
)

講
師

高
橋
規
矩
治
郎
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

8
月
3
 
1
日

〇
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
3
)

期
日

9
月
1
8
・
1
9
日

へ
2
日
間
)

講
師

五
十
嵐
光
昭
氏

定
員
0
0
名

申
込
締
切

9
月
4
日

田
陶
芸
研
修
講
座

期
日

9
月
2
5
・
2
6
日

1
0
月
2
2
・
2
9
・
0
0

H
月
1
9
日

へ
6
日
間
)

\\\/\\/\垂\\/’〉 /浸\//〉 

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

2
0
名

申
込
締
切

9
月
1
 
1
日

田
洋
画
研
修
講
座
(
3
)

期
日

1
 
0
月
2
6
・
2
7
日

1
 
1
月
2
・
3
日

へ
4
日
間
)

講
師

天
野
三
郎
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

1
 
0
月
1
 
2
日

〇
洋
画
入
門
講
座
(
3
)

期
日

n
月
6
・
1
・
1
 
3

4
‖
‖
=

2
1
・
2
2
日

(
6
日
間
)

講
師

渡
辺
晋
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

1
0
月
2
3
日

田
七
宝
焼
入
門
講
座

期
日

‖
月
末

へ
2
日
間
)

講
師

長
南
光
男
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

n
月
1
 
0
日

田
日
本
画
研
修
講
座

期
日

H
月
0
0
日
・
1
2
月3

刊
‖
=

1
 
4
・
1
 
5
日

へ
7
日
間
)

講
師

松
原
道
男
氏

定
員

2
 
5
名

申
込
締
切

H
月
1
 
6
日

"
み
る
、
か
た
る
、
つ
く

る
〃
活
動
の
一
環
と
し
て
こ

の
裏
も
「
美
術
館
夏
季
大
学

」
を
開
催
す
る
。

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
る

こ
の
講
座
は
、
美
術
に
親
し

み
、
そ
の
魅
力
に
ふ
れ
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
今
回
は
今
年

度
開
催
の
二
つ
の
特
別
展
に

開
通
し
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

近
代
及
び
現
代
の
芸
術
観
に

つ
い
て
」
を
大
き
を
テ
ー
マ

と
し
、
各
講
師
の
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
見
解
を

述
べ
て
い
た
だ
く
。

一
、
主
催

千
葉
県
立
美
術

館

二
、
後
援

千
葉
県
立
美
術

館
友
の
会

三
、
場
所

美
術
館
講
堂

四
、
期
日

昭
和
0
0
年
7
月

2
6
日
㊥
̃
2
7
日

㈲

午
前
1
0
時

̃
午
後
3
時

五
、
受
講
料

六
、
内

容

◎
1
月
2
6
日
絢

へ
午
前
)

無

料

◎
「
美
術
館
-
新
し
い
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
を
目
ざ
し
て
」

◇
講
師
◇
長
谷
川
栄
氏
(

東
京
国
立
博
物
館
展
示
調

整
室
長
兼
普
及
室
長
)

(
午
後
)

◎
「
形
と
心
-
新
具
象
の
立

場
か
ら
1
」

◇
講
師
◇
日
野
耕
之
祐
氏

(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
美
術

担
当
)

◎
1
月
2
7
日
出

へ
午
前
)

◎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
造
形
-

具
象
と
抽
象
I
」

◇
講
師
◇
三
木
多
聞
氏
(

美
術
評
論
家
)

(
午
後
)

◎
「
近
代
絵
画
に
お
け
る
フ

ラ
ン
ス
と
日
本
」

◇
講
師
◇
冨
山
秀
男
氏
(

東
京
国
立
近
代
美
術
館
次

長
)

七
、
募
集
人
員

二
百
名

人
、
申
し
込
み

当
日
会
場

受
付
に
て

○
講
堂
わ
き
の
情
報
資
料
室

は
、
平
日
1
 
2
時
0
0
分
̃
1
 
6
時

0
0
分
ま
で
利
用
で
き
る
。

第
一
回
美
術
館
研
究
員
会
議

今
年
度
の
美
術
館
研
究
員
1
 
0
名

が
委
嘱
さ
れ
、
第
一
回
会
議
が
1

月
2
日
㈹
午
後
2
時
よ
り
開
か
れ

た
。
研
究
員
は
美
術
館
の
専
門
的

・
技
術
的
な
事
項
に
関
す
る
研
究

を
行
う
た
め
置
か
れ
て
お
り
、
今

後
の
主
を
テ
ー
マ
は
浅
井
忠
「
従

征
画
稿
」
の
翻
刻
、
解
説
を
は
じ

め
、
こ
れ
を
多
面
的
に
分
析
し
、

浅
井
息
資
料
の
整
理
・
活
用
に
努

め
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
研
究
員
は
、
池
田
伊
予

石
倉
総
子
、
加
営
利
和
夫
、
平
戸

美
和
子
、
佐
藤
修
、
高
木
正
、
田

遽
宏
、
南
隆
一
、
村
田
哲
朗
、
綿

貫
啓
一
の
各
氏
で
あ
る
。

日

誌

抄

5
・
1
 
7

特
別
展
「
ゴ
ヤ
連
作
全

版
画
展
」

(
6
月
1
 
6
日

ま
で
)

5
・
2
6

第
一
回
美
術
講
演
会

(
講
師
牛
玖
健
治
氏
)

6
・
8

第
一
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
鶴
岡
洋
氏
)

6
・
1
6

第
一
回
美
術
館
協
議
会

6
・
1
3
̃
1
4
関
東
地
区
博
物
館
協

会
研
究
協
議
会
(
鴨
川
)

1
・
2

第
一
回
研
究
員
会
議

●


